
呼吸器・循環器障害の第23回
作業療法を検討する会

2026年1月14日(水) 20時～22時

重症呼吸器疾患患者への作業療法
～自覚症状の乏しい、自己主張の強い患者に

どう向き合うか～
大阪府済生会 富田林病院

　作業療法士　藤原 光樹先生

  当会では近年増加している呼吸器疾患患者とその作業療法介入についての
考え方や診方を基礎から学べるオンライン講座をシリーズで配信しています。
臨床場面では疾患に係わらず、「自己主張の強い」患者には日々の対応に苦慮
し、作業療法における合意形成を得られにくい傾向があります。呼吸器疾患
患者においても身体機能に問題なく息切れや呼吸困難感のみの症状を呈する患
者の場合、動作の助言・指導を行っても受け入れが悪く作業療法介入の効果を
得られない場合があります。
今回は、重症間質性肺炎患者を事例に挙げ、間質性肺炎の基礎から具体的な
アプローチを紹介し、皆さんと意見交換を行いたいと思います。
 

CONTENTS

会場：オンライン(zoom)
受講料：無料（定員50名）
申込み方法：https://23thkjotk2.peatix.com/view

本講義はポイント付与はありません。講義中はカメラをオンにして受講ください。


